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担当課 危機管理課

西日本豪雨災害の対応や新しい浸水想定

～広島県呉市への職員派遣、1,000年に1度の対応を検討～

市内初 ・中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい

【目的・概要】

掛川市における西日本豪雨災害による被災地への支援として、保健師を含む職員を広島

県呉市へ派遣します。

約1,000年に１度といわれる「想定し得る最大規模の浸水想定」した対応を、地区まち

づくり協議会や自主防災会と検討します。

【アピールポイント】

１ 掛川市の被災地支援

(1) 危機管理課・行政課

・県市長会町村会の要請で、職員を派遣します。

第３陣：７月20日(金)～７月28日(土) 危機管理課主任

第４陣：７月27日(金)～８月４日(土) 危機管理課専門官

第６陣：８月10日(金)～８月18日(土) 都市政策課技術補

第８陣：８月24日(金)～９月１日(土) 納税課主任

(2) 健康づくり課（地域医療推進課と協働）

・県からの保健師派遣要請に対応します。

二次募集：８月７日(火)～８月12日(日) 健康づくり課主幹(保健師)

(3) 福祉課

・窓口で、日本赤十字社の義援金を受付開始（７月１３日）

(4) 市社会福祉協議会

・県ボランティア協会や共同募金会からの依頼で、災害義援金の募集を始めました。

・西日本豪雨の被災地である広島県呉市へ職員を派遣します。

・想定し得る最大規模の浸水想定への対応を、地区まちづくり協議会や自主防災会と

再検討します。

・本年度、全てのため池について、堤の状態などの緊急点検を実施します。

Press Release

掛川市 記者会見資料 No.１-３



２ 想定し得る最大規模の降雨による浸水想定について

(1) 状 況

・菊川水系（菊川、下小笠川、牛渕川）・太田川水系（原野谷川、逆川）で、概ね

1000年に１度、24時間で約600㍉等の降雨があった場合の浸水想定です。

・河川沿いに、０～５ｍの浸水が想定され、ハード対策だけでは対応が出来ないため、

命を守るためには避難が原則となります。

(2) これまでの50年に一度の確立の降雨による浸水想定について

・河川管理者などによって、ハードの洪水対策が進められている洪水想定です。

・河川の合流点周辺を中心に、０～５ｍの浸水が想定されています。

・各世帯に配布した「掛川市防災ガイドブック」にハザードマップを掲載しています。

(3) 今後の対応

・概ね1000年に１度の浸水想定について、今後、関係地区に説明し、各世帯に浸水想

定図を配布いたします。

・地域で指定していただいた「緊急指定避難場所」や「広域避難所」は、新しい浸水

想定に対応していません。今後、地区まちづくり協議会や自主防災会と、再検討し

ていきます。

・「家庭の避難計画」作成を積極的に推進し、家族全員による避難行動の共有を進め

ます。

・防災ラジオの配布と防災メールの登録を積極的に推進します。

・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成を支援します。

浸水区域にある要配慮者利用施設（介護施設、障害者施設、小中学校等）

平成29年度 対象施設：10施設 計画作成：10施設

平成30年度 対象施設：69施設（５月11日に説明会を開催）

・早めの避難を呼びかける「避難準備・高齢者等避難開始」の発令タイミングや配備

体制などについて再検討を進めます。

・水位計等について、県へ設置を要望するとともに、市の設置も研究します。

３ ため池の対策について

・九州北部豪雨や西日本豪雨で、堤防が決壊して下流域に大きな被害が発生しました。

・市内には、228池あります。

耐震工事済み：５池、決壊しない構造52池

残り171池の内、43池を「防災重点ため池」として氾濫調査を実施。

171池の浸水域のデーター解析を実施しており、平成30年度にホームページで

の公開を目指しています。

ハザードマップは、平成31年度の作成を目指しています。

・本年度、全てのため池について、堤の状態などの緊急点検を実施します。

■本件に関する担当者

危機管理課 浦野・水野（電話 0537-21-1131）




























































